
森 正明  Profile M a s a a k i  M o r i
昭和36年7月12日 生まれ（現在 平塚市在住 妻・子供3人）／昭和59年3月 福
岡大学卒業（中・高校教員免許取得）／昭和59年4月 フジタ工業（株）入社／昭
和63年サッカー日本代表選出（国際試合33試合、1990年Ｗ杯イタリア大会ア
ジア予選出場）／平成7年 ベルマーレ平塚（現：湘南ベルマーレ）の選手として
Jリーグ昇格に貢献。引退後、コーチ、ジュニアユース監督、地域コミュニティ
担当を歴任。地元の小・中学校巡回指導、神奈川県サッカー協会技術委員、日本
体育協会・日本サッカー協会A級ライセンス取得／平成11年 神奈川県議会選
挙初当選／平成28年5月17日、平塚市選出議員として32年ぶりとなる神奈川
県議会議長就任／令和3年 日本サッカー協会（JFA）100周年表彰「功労表彰」
受賞／初当選以後、連続トップ当選を重ね、現在6期目●1995年 第74回天皇
杯全日本サッカー選手権大会優勝チームコーチ●1995年 アジアカップウィ
ナーズカップ（現AFCチャンピオンズリーグ）優勝チームコーチ●2002年 
FIFA日韓ワ－ルドカップ横浜開催推進委員会委員●2002年 FIFA日韓ワ－ル
ドカップ・ナイジェリアチームキャンプ地（平塚市馬入サッカー場）誘致委員
●元自民党県議団団長●元平塚市PTA連協議会会長●湘南ベルマーレ市民応
援団副団長●かながわアスリートネットワーク副代表●神奈川県サッカー協
会副会長［以上略歴、前・現職含む］
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http://www.morimasaaki.net
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「森 正明」さんは、
私の大切な仲間です。

森正明さんは6期24年間の実績と人脈をもつ県政のトッ
プリーダーです。
誰一人取り残されない、温もりのある社会をつくるため、
神奈川県、平塚市の更なるデジタル化を森正明さんと共
に進めてまいります。

衆議院議員/河野 太郎見極めて ともに前へ中面へ
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森 正明  後援会事務所
〒254-0811 平塚市八重咲町26-8
TEL.0463-21-8655/FAX.0463-20-2002
皆さんからのご意見やご相談は、私のホームページまでお寄せください。

森正明OFFICIAL WEBSITE
http://www.morimasaaki.net
　 https://ja-jp.facebook.com/masaaki0712/

ヘッドワーク
HEADWORK
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2つ目は、相手の気持ち
を考えながら物事を伝
えていくハートワークで
す。スポーツ指導の基本
は、どんな事でも気持ち
を込めてしっかりと伝え
ていくこと。思いやりと
リスペクトを持つこと
で、はじめて伝わるもの
だと思います。

ハートワーク
HEARTWORK

2

3つ目は、文字通り足を
使って動くフットワーク
です。物事の起きている
現場に足を運ばなけれ
ば、人の気持ちは理解で
きません。元サッカー選
手だからこそ「足を使っ
て動く」政治家に転身し
て24年間、変わらずに
続けてきました。

フットワーク
FOOTWORK

3

4つ目は、議会と県の進
捗状況を把握し、ネット
ワーク（繋がり）を活かし
てスピーディーに対応
すること。情報化社会の
中で「正しい情報」を見
極め、地域・組織・個人と
のネットワークを県民の
皆様との対話の中で築
いてきました。

ネットワーク
NETWORK
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5つ目は、他県の事例も
把握しながら市政・国政
との連携をはかるため
に不可欠なチームワー
クです。前例のない問題
を解決するには、多くの
方々との交流や会話の
中に課題解決のアイデ
アとヒントがあると思って
日々行動しています。

チームワーク
TEAMWORK

5

経済・教育・福祉・街づくり・スポーツ 5つのワークで見極めて ともに前へ！

　プロスポーツの世界から地方政治に身を移
して24年。「経済・教育・福祉・スポーツ」全てが
一体となり、国・県・市のパイプを更に強化して
いかなければ「街は変わっていかない」と県政
で見極めてきました。
　多種多様な業界・業種が生まれ続けている
新時代の中、行政と民間の垣根を越えた組織
同士の連携をはからなければ、本質的な課題
解決はできないと考えています。
　クロスファンクションを推し進めるために必
要だと思うのが、これまで私が大切にしてきた

行動指針「5つのワーク」です。
　神奈川県と平塚市のポテンシャルを引き出
していくためには、短期・中期・長期にわたる
ヴィジョンを明確にしていくことが大事だと思
います。進むべき方向性を政策と共に打ち出
してこそ、はじめて県民・市民に強く響くものだ
と、私は考えています。
　24年もの間、私の見極める力を育んでくだ
さった平塚市の皆様に、私が培った経験を、ぜ
ひ活用していただきたい。「正しく、明るくフェ
アプレー」の初心を忘れず、良き地域と社会を

「人が動く」と書いて構成
される「働く（work）」と
いう言葉を、私自身の大
事なテーマとしてきまし
た。まず1つ目は、しっか
りと段取りを決め準備を
しながら戦術を組んで 
いく頭を使ったヘッド

ワークです。

目指し、皆様とともに前へ進めていきたいと
強く思っております。


